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連績梁の撰み線に就ての一計算法
長 元 亀 久 男
解 析 的 方 法
第1図の様に任意のη径間連続梁ã:考え， 相隣れる任意。AB， BC径間に就て考えるものと
する。支点Aにゐけるモ{メントをlYlAとし支点Bにゐけるモ{メントをlV[B とし支点Cにた
けるモーメントをl\íc とするo AB， BC径聞をそれぞれl1んとナる。然らばAB径問BC
荏間にそれぞれ1簡の集中荷重P1， Pzをもっ場合lYlA， l\IB， Mc 聞の関係については既に知
られている様!'1:クロベロン定理によりさたの関係がある。
P1αlb1(l1 +α1) ， Pzα2 b2(l2+b2) l\íAl1 +2l\fB (l1十l2)+ Mc l2 =一一一一 一一 +一一 一 一…・・…・・・・・.(l)II l2 
との関係�図的に表現ナれば第1図を参照し(1)式の左辺につき ぞ
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ヨたに両端支持梁にて， 支持端にモーメνトを受けている場合 の任意点切 の撲はさたの様に求め得
られる。自Hち右端にモーメントMを受けている場合 の捷δ，/ f土 (5)式の様に， 左端!'C.モ{メント
Mを受けている場合はくの式D様に求め得られる。
Elð，/= 型竺 (l十句)(l一切) …H・H・ -…一...... .…・ ・……一.... ..・H・ -…......…・…. ..・H・ (5)6l 
Elð，.'-型竺(2l一切) (l-n) .... . . ......………... ...…一一……・・・ -…....・H・ . . . .. . .…・ ・ (6)6l 







第 3 図 第 4 図 第 5 図
7 
に記述される ものである。 第5図θ様な両端に1\11， 1\12 l主るモーメント を 受ける場合の 任意点
の捷SJ は (δ)式 (6)式を重ね合わせばよろしい。
]\'[，u ，�， �n � . ]\'[昌旬Elð，，' = ��r-(2l-u)(l-u) + .L'6l�(l+u)(l一切) ・ ・ ・(7)
弐に第 6図のj設な両端支持梁に'"C1箇の集中荷重 Pをもっ場合に必ける
任意点u，zの控九げ，sfは就に弐式の様に求め得られるゆ。
EISf=E土{α(l+ο)uーが} .....・H・....... …・・・……・(8)6l 
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である∞。 第 7 図
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然らば連続梁の任意経聞にて任意点切の読をSt6とすれば (13)式の様に求め得られる。
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